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神信心と いう 話の 出た ときに、 半 七 老人 は 云った。 

「むかしの 岡つ 引な どと いう もの は、 みんな 神まい り 

や 仏まい り をした ものです。 上の 御用と はいいながら 

ごしょ ラ 

大勢の 人間に 緦を かけて は 後生が 思われる。 それで 少 

しで も 暇が あれば、 神仏へ 参詣す る。 勿論 それに 相違 

ない のです が、 二つに は それ も やっぱり 商売の 種で、 

何 かのこと を 聞き出す ために、 諸人の 寄り あつまる 所 

へ 努めて 顔出し をして いたのです。 わたくしな ども そ 

のお 仲間で、 年を取った 今日よりも 却って 若い ときの 



方が 信心 参り をした ものです。 いや、 その 信心に 関係 

の ある ことで はない のです が、 弘化ニ 年 正月の 二十 四 

かめい どうそ か ひる 

日、 きょうは 亀 戸の 鶯替 えだと いうので、 午 少し 前 か 

ら神田 三 河 町の 家 を 出て、 亀 戸の 天神 様へ おまいりに 

出かけました。 そうすると、 昼の 八ッ (午後 二 時) 過 

ぎに、 青山の 権 太 原 …… 今 はいつ の 間に か 権 田 原と い 

う 字に 変って いるよう です …… の 武家屋敷から 火事が 

始まつ たんです。 この 日 は 朝から 強い 北風で、 江戸 中 

の 砂 や 小 砂利 を 一 度に 吹き飛ばす というよ うな 物騒な 

日に、 あいにく とまた 紅い 風が 吹き出し たの だから 堪 

まりません。 忽ちに それから それへ と 燃え ひろがる 始 



末。 しかし 初めのう ち は 亀 戸の 方で もよ く は 判らず、 

どこか 山の手の 方角に 火事が あるそう だくら いの 噂 

だった のです が、 ともかく もこの 大風に 燃え 出した 火 

は なかなか 容易に 鎮まる 気づ かいはな いと 思った ので、 

亀 戸から すぐに 引つ 返して 来たの は 夕 七ッ半 (午後 五 

時) を 過ぎた 頃でした が、 もう その 頃に は 青山から 麻 

まっか みた ぎよらん 

布の 空が 一 面に 真紅に なって いました。 三 田の 魚籃の 

びと 

近所に 知り 人が あるので、 丁度 そこに 居 あわせた 松吉 

という 子分 を つれて、 すぐに また 芝の 方面へ 急いで 行 

くと、 ここに 一 つの 事件が 出来し たんです」 



前に もい う 通り、 この 火事 は 青山の 権 太 原から 始 

まって、 その 近所 一円 を 焼き払った 上に、 更に 麻布へ 

飛んで 一本松から 鳥居 坂、 六本 木、 竜 土の 辺 を 焼き 尽 

たかな わ 

して、 芝の 三 田から 二 本稷、 伊 皿 子、 高 輪まで 燃えぬ 

けて、 夜の 戌の 刻 (午後 八 時) を 過ぎる 頃に ようよう 

鎮まった。 今日の 時間に すれば 僅かに 六 時間く らいの 

ことで あつたが、 何分に も 火の 足が はやかった ので、 

焼 亡の 町 数 は 百 一 一十 六 力 町と いう 大火に なって しまつ 

て、 半 七が 三 田へ 龃 けつけ た 頃に は、 知り 人の 家な ど 

と たちの 

はもう 疾うに 灰になつ ていて、 その 立 退き 先 も 知れな 

いという 始末で あるので、 江戸の 火事に 馴れ 切って い 



う」 

「何分よ ろしく 願います。 です けれども、 あの 備前屋 

は 町内で も 名代の 因業 屋 なんです から」 

けち とが 

r 吝 でも 因業で も 理窟 は 理窟 だ」 と、 松 吉もロ を 尖ら 

した。 「そんなの を 打つ ちゃって 置く と 癖になる。 ね 

え、 親分。 これから 押し掛けて 行って 因縁 をつ けて や 

ろうじゃありません か」 

「無理に 因縁 をつ ける にも 及ばね えが、 ひと 通りの 筋 

道 を 立てて 掛け合つ てみ よう」 

その 足で 備前屋 へ 行く と、 家の なか はま だ 一向 片付 

いていない らしく、 ゆうべ 持ち出した ままの 家財 道具 



た。 

かげ 

「ありがとう ございます。 お 庇 さまで. もうす つかり 

なお 

と 癒り ました。 その 節 はいろ いろ 御 心配 を かけまして 

恐れ入りました。 おかみさん も くれぐれも 宜しく 申し 

て くれと 云 つ て 居りました」 

「なにしろ、 早く 癒って よかった」 と、 半 七 も 嬉し そ 

うに 云った。 「時に 備前屋 の 娘 はどうし たね。 その後 

病み付い ている とかいう 噂 だが …… 」 

「そうで ございます。 一 時 は 何だか ぶらぶら していて 

ときどきに 熊が 出る とか 云 つ て 騒ぐ ので、 親た ち も 

困って いたそう でございます。 備前屋 は 店の 大きい 割 



のぼん くらだ。 まあ、 よろしく 頼む ぜ」 

差し 当り どこへ 行こうかと 思った が、 半 七 は 先ず 備 

前屋 をたず ねて、 なに かの 手がかり を 探り出そうと、 

田 町の 方角へ 急いで ゆく と、 途中で 二十 五六の 男に す 

れ 違った。 男は彦 八に 挨拶して 通りす ぎた。 

「あの 野郎 は どこの 奴 だえ」 と、 半 七は彦 八に 小声で 
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「六 三郎 といって、 小 博奕 を 打って いる やくざな 野郎 

です よ」 

いき その 

「六 三郎 …… 粋な 名前 だな。 その 六三郎 にお 園が 用が 

しょび 

あると 云って 牽引いて 来て くれ。 いや、 冗談 じ やねえ。 



悔み を 云って から、 かれの 家出 や 下手人に 就いて 何 か 

心 当り はない かと 訊く と、 四 郎兵衛 は 一 向に 心 あたり 

がない と 答えた。 しかし 彼の 何だか おどおど している 

ような、 落ちつかない 眼の 色が 半 七の 注意 を ひいた。 

うち 

「ここの 店に は 内風呂が あるんで すか」 と、 半 七 はま 

.^JH ヽ —- こ。 
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「ございます。 店の 者 は 車 湯へ まいり ますが、 奥で は 

内風呂に はいります」 

「この頃に 風呂の 傷んだ ことはありません かえ」 

「よく 御存じで …… 」 と、 四 郎兵衛 は 相手の 顔 をみ た _ 

「風呂が 古い もんです から、 ときどきに 損じまして 困 



まえの 湯へ 来たそう だな」 と、 半 七 はまた 笑った。 「そ 

さ：；；：' ょラ 

のとき にお 前が 背中 を 流して やった か。 容貌 は 好し、 

年 ごろの 箱入り娘の 肌 ざ わり はまた 格別 だからな。 と 

ん でもね ぇ条の 仙人が 出来上がつ たもの だ。 なるほど 

命 賭けで 荒 熊に むしり 付く の も 無理 はねえ。 折角 助け 

た 娘 は 橋 場へ 行って いる あいだに、 向う で 男が 出来て 

しまった。 家へ 帰っても やっぱり 橋 場が 恋しい ので、 

けびょう 

仮病 をつ かって 熊が 出る なんて 騒いで いる。 しかし そ 

の 計略が うまく 運ばない ので、 娘 も ひとりで 焦れ 込ん 

でい るう ちに、 内風呂が また 傷んだ。 ねえ、 そうだろ 

う。 そこで 又お 前の 湯へ やってく ると、 条の 仙人が 背 



中 を こすりながら 旨い 相談 を 持ち かけた。 わたくしが 

橋 場へ 御 案内し ましようかと か 何とか 親切 振って 云つ 

たもんだ から、 若け え 娘 は あと 先み ずに 欺され て、 ゆ 

うべ そっと 家 をぬ け 出す と、 外に 待って いた 奴が あつ 

て …… 。 それから 先 はおれ も 知らね え。 おい、 勘 蔵。 

おれにば かり しゃべらせて、 なぜ 黙って いるんだ。 

ぜんざ しんうち 

前座 は - J の くら いで 引き さがる から、 あと は 真 打に 頼 

もうじゃ あねえ か」 

背中 を ぼんと 叩かれて、 勘 蔵 は あぶなく 倒れ かかつ 

た。 



云う こと を 聞かない ときには 嚇 かして 手籠めに する 積 

りで、 隠して 持って いた 小刀 をい きなり 抜いて、 いつ 

そ ひと 思いに と 娘の 胸 をえ ぐって しまった。 勿論、 自 

分 も 一緒に 死ぬ 気で あつたが、 そこへ 六 三 郎と百 助が 

蚯 けて 来たので、 急に 怖くな つて 逃げ出し たという わ 

けです _ 

「そこで、 その 熊の胆 を 盗み出し たの は 誰 だか 判らな 

いのです か」 と、 わたし は 又 訊いた。 

「この 方のお 話 をす ると 長くな ります から、 手つ 取り 

早く 申し上げ ると、 熊の 死骸 を 掘り出し て 熊 の 胆を盗 

んだ奴 は、 備前屋 の 番頭の 四 郎兵衛 でした。 昼間のう 
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